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さ
れ
て
い
る
か
理
解
し
が
た
い
シ
ン
プ

ル
な
大
屋
根
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
を
、
見

事
に
実
現
さ
せ
た
構
造
設
計
者
の
貢
献

度
は
高
い
。
主
体
構
造
を
木
骨
煉
瓦
造

と
い
う
当
時
の
最
先
端
技
術
を
採
用
し

た
富
岡
製
糸
場
の
精
神
を
現
代
に
継
承

し
つ
つ
、
本
計
画
で
は
素
材
の
力
学
的

特
性
を
活
か
す
べ
く
鉄
骨
フ
レ
ー
ム
に

煉
瓦
を
ま
と
わ
り
つ
か
せ
る
鉄
骨
煉
瓦

積
造
と
い
う
構
造
形
式
と
し
て
い
る
。

薄
肉
の
ス
チ
ー
ル
プ
レ
ー
ト
ブ
レ
ー
ス

の
座
屈
を
抑
え
る
た
め
に
、
プ
レ
ス
ト

レ
ス
を
か
け
た
煉
瓦
で
覆
い
、
そ
の
存

在
を
消
す
こ
と
で
視
線
の
抜
け
る
よ
う

な
空
間
の
創
出
に
寄
与
し
て
い
る
。
構

造
計
算
だ
け
で
は
導
き
に
く
い
特
殊
な

工
法
に
よ
る
解
決
で
あ
る
た
め
、
モ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
事
前
に
繰
り
返
し
安
全
性

を
検
証
し
た
上
で
施
工
に
着
手
し
て
い

る
点
も
、
評
価
に
値
す
る
。
ま
た
、
軽

や
か
に
浮
か
ぶ
屋
根
架
構
の
納
ま
り
を

含
め
特
殊
な
素
材
は
使
っ
て
い
な
い
も

の
の
、
前
例
の
な
い
架
構
を
設
計
者
の

求
め
る
シ
ン
プ
ル
な
表
現
で
見
事
に
納

め
き
っ
た
地
元
施
工
者
の
技
術
と
傾
注

　

二
〇
一
四
年
六
月
、
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
富
岡
製
糸
場
の
最
寄
駅
で
あ

る
上
信
電
鉄
上
州
富
岡
駅
の
建
て
替
え

と
、
駅
舎
周
辺
の
道
路
や
広
場
の
整
備

を
包
含
し
た
街
の
景
観
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ
作
品
で
あ
る
。

　

こ
の
駅
を
特
徴
付
け
て
い
る
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
大
屋
根
は
、
幅

八
八
㍍
奥
行
八
・
六
㍍
高
さ
六
・
九
㍍
に

も
及
び
、
地
方
鉄
道
の
駅
の
設
え
と
し

て
は
か
な
り
大
き
な
都
市
的
ス
ケ
ー
ル

で
あ
る
が
、
駅
舎
だ
け
で
な
く
ホ
ー
ム

や
歩
道
の
一
部
ま
で
を
覆
う
こ
と
に
よ

っ
て
シ
ン
ボ
ル
的
な
場
を
屋
根
下
に
創

出
し
て
い
る
。

　

特
に
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
名
付
け
ら
れ
た

半
屋
外
空
間
は
、
十
分
な
空
間
ボ
リ
ュ

ー
ム
を
持
つ
こ
と
で
、
日
常
的
な
駅
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

富
岡
の
ど
ん
と
祭
り
な
ど
の
非
日
常
的

な
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
拠
点
と
な
り
、

街
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。

　

一
見
、
地
震
力
が
ど
の
よ
う
に
伝
達

選
評
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あべのハルカス　大阪木材仲買会館　北九州市立戸畑図書館　サイエンスヒルズこまつ　JPタワー　
静岡市清水文化会館 マリナート　資生堂銀座ビル　Junko Fukutake Hall　鈴木大拙館　ダイビル本館・中之島 四季の丘　はあと保育園　
明治大学創立130周年記念和泉図書館　ROKI Global Innovation Center -ROGIC-　［特別賞］上州富岡駅

2015年 第56回
BCS賞受賞作品紹介

長さ89m、高さ6.9mの大屋根に覆われた空間、交流スペース。右手前の小型屋根の下にインフォメ
ーションスペース。駅舎の前面に広場。

南側外観。東南方向より見る。

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる
建築物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三
者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2015年で56回を数えます。

上
州
富
岡
駅
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根が印象的なものとなりました。この駅舎
は、鉄道と町をつなぐ大きな門をモチーフ
としており、訪れたお客様にわくわくする
ような気分を味わっていただける外観とな
っております。上州富岡駅が地域の交流拠
点として、観光客だけでなく、地域の皆様
が気軽に利用できる活動の場としていただ
ければ幸いです。
　結びに、本事業に様々なご尽力を賜りま
した皆様に対し、心から感謝申し上げます。

　上州富岡駅は、世界遺産登録された富岡
製糸場の玄関口として、世界遺産のまちに
ふさわしい景観の一部となるよう、行政、
上信電鉄、市民及び学識経験者からなる

「上州富岡駅でざいん検討委員会」を設置
し、駅前広場や駅舎整備のデザインの基本
方針を提案しました。
　新駅舎については、設計提案競技（プロ
ポーザルコンペ）方式により設計し、製糸
場をイメージさせるレンガの壁と大きな屋

世界遺産の玄関口として
ふさわしい駅周辺整備

建築主
より

合い、膨大な資料から、時には模型を駆使
し、設計者（意匠・構造）と協議に協議を重
ねていきました。
　現場では卓越した熟練の職人さん達と共
に試行錯誤しながら、この「鉄骨煉瓦積造」
と呼ぶ特殊構造に挑み、作り上げることが
できました。
　これに携わるすべての方々の熱意があら
ゆることを可能にし、共に一丸となること
で成し遂げられたと強く感じています。

　世界遺産の玄関口となる駅舎という位置
付けから、市民・行政はもちろん、多方面
の方々から注目を集めてスタートしました。
この建物のデザインは鉄骨と煉瓦というシ
ンプルでスマートな印象ですが、その構造
にはモックアップを製作しても想像もつか
ない複雑なものがありました。煉瓦は構造
的・意匠的な役割を同時に担い、建物細部
までこだわり抜かれていました。我々は
様々な形体からなる約8万個の煉瓦と向き

熱意がすべてを可能に変える施工者
より

＞＞ 上州富岡駅

造」という構造の最先端追求の気概を継承
すべく、駅舎は「鉄骨煉瓦積造」という現代
的なハイブリッド構造によって建てられま
した。鉄骨のブレースの形をなぞるように
積まれた煉瓦壁はベンチや掲示板・間仕切
りなどの駅舎に必要な機能を満たしつつ、
同色の煉瓦は敷地を越え歩道や広場、駐車
場へと連続していき、世界遺産の街へのお
もてなしに相応しい駅前空間を創出してい
ます。

　上州富岡駅は世界遺産に登録された富岡
製糸場の玄関口となる上信電鉄の主要駅で
す。軽やかに浮いた大屋根は富岡市の観光
拠点としての門であり、市民の交流スペー
スとして開かれた半外部空間を生み出して
います。大屋根の下には地方の街の身の丈
にあった大きさの待合室やコンコース、情
報コーナー等が点在し、縁側のような心地
よい憩いの場所となります。
　富岡製糸場で採用された「木骨煉瓦積

世界遺産「富岡製糸場」の玄関口としての駅
街を豊かにする縁側としての駅

設計者
より

さ
れ
た
多
大
な
努
力
に
も
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
る
。

　

こ
の
計
画
で
特
筆
す
べ
き
は
、
富
岡

製
糸
場
の
世
界
遺
産
登
録
と
い
っ
た
追

い
風
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
設
計
競
技
の

企
画
か
ら
施
設
の
竣
工
ま
で
の
そ
れ
ほ

ど
長
く
な
い
期
間
で
、
駅
舎
の
整
備
を

端
緒
に
街
の
景
観
づ
く
り
を
、
行
政
・

民
間
事
業
者
・
設
計
者
・
施
工
者
が
市

民
と
一
体
と
な
っ
て
実
現
し
た
点
に
あ

る
。
駅
舎
と
広
場
・
道
路
境
界
で
の
建

築
と
土
木
の
垣
根
を
取
り
外
し
、
県
・

市
・
民
間
と
い
う
異
な
る
発
注
区
分
や

行
政
区
分
を
調
整
す
る
な
ど
、
設
計
者

だ
け
で
は
到
底
解
決
し
得
な
い
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
忍
耐
強
く
解
決
し
た
建
築

主
、
特
に
県
や
市
の
行
政
担
当
者
の
努

力
が
計
画
全
体
の
完
成
度
を
高
め
て
い

る
。

　

作
品
の
魅
力
と
共
に
建
築
主
の
街
づ

く
り
に
対
す
る
見
識
の
高
さ
に
敬
意
を

表
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
特
別
賞
に
ふ
さ
わ
し

い
作
品
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。
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鉄骨フレームと煉瓦による鉄骨煉瓦積造。

計画概要 建築主：上信電鉄㈱
　　　　群馬県
　　　　富岡市

設計者：�㈱ TNA
 小西泰孝建築構造設計

施工者：�佐藤産業 ㈱ 所在地：群馬県富岡市富岡1607-3､1605-3､
 1599-3､1598-2､1596-3､1592-3の各一部　
竣工日：平成26年3月17日

敷地面積：1,377.96㎡ 
建築面積：�� �807.72㎡ 
延床面積：�  480.39㎡ 

階　　数：地上1階
構　　造：�鉄骨造　一部組積造（鉄骨煉瓦積造）　
 　

煉瓦壁はいろいろな役割を持つ。

佐藤産業株式会社
本社 工事部
次長

邊見 広
Hiroshi Henmi

株式会社TNA　
代表取締役

武井 誠
Makoto Takei

群馬県 県土整備部 部長

上原幸彦
Yukihiko Uehara

写真：堀田貞雄


